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防災学習室について

2011年３月の東北地方太平洋沖地震と東京電力福島第一原子力発電所事故（以下、３・11）は大き

な被害を子どもにもたらしました。初等中等の公立校に在籍した子ども513名が地震と津波により死

亡または行方不明になり、放射能の汚染が東日本に拡がり、２万5,751名の子どもが震災前と別の学

校に通いながら47都道府県でくらすようになりました（2011年９月時点）。

私たちは、自然災害と原発災害により被災した子どもの心のケアが長期にわたる教育界の課題であ

ることをふまえて、また、被災した子どもの喪失感を前にして無数の教育実践が子ども自身と教職員

と保護者により重ねられてきたことに着目をして、東京学芸大学の東５号館に防災学習室を開設しま

した。防災学習室では、災害後の教育実践から教訓をくみとり今後の教育や子育てに活かす学習と交

流をすすめるために、被災地と避難先における教育実践記録の整理と情報発信等を行います。

私たちは、この防災学習室を子どもの安心の礎として、３・11を忘れることなく、ひろく教職員と

学生と市民による学習に役立てていきます。

	 東京学芸大学

� 特別支援教育・教育臨床サポートセンター

� 2021年11月11日
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文献目録

地震・津波被災校の教育実践記録目録
2011～20年度

� 大森直樹・大橋保明

Ⅰ　収録の対象
2011年の東北地方太平洋沖地震後に刊行された以下の書籍（書籍番号１～５）に収録された教育実

践記録のうち、地震・津波被災校で自然災害と向き合った教育実践記録とみなされる76件のタイトル

を収録した。地震・津波被災校の定義については後掲の地震・津波被災校一覧（以下、「被災校一

覧」）参照。

１　宮城県教職員組合編『東日本大震災　教職員が語る　子ども・いのち・未来』明石書店　2012

２　雁部那由多・津田穂乃果・相澤朱音（著）佐藤敏郎（監修）『16歳の語り部』ポプラ社　2016

３　制野俊弘『命と向きあう教室』ポプラ社　2016

４　徳水博志『震災と向き合う子どもたち－心のケアと地域づくりの記録』新日本出版社　2018

５　大森直樹・大橋保明（編著）国民教育文化総合研究所（編）『３・11後の教育実践記録　第１

巻　地震・津波被災校と３・11受入校』アドバンテージサーバー　2021

Ⅱ　収録にあたって
著者、実践校、タイトル、公表年度、書籍番号、掲載頁を記した。書籍１には初出が2011～12年度

の教育実践記録が収録され、書籍５には初出が2011～19年度の教育実践記録が収録されていることを

ふまえて、書籍１と５に収録された教育実践記録の公表年度については初出年度を記した。

Ⅲ　排列
実践校の所在地に着目して「被災校一覧」の自治体番号順に配列した。同一の自治体内の教育実践

記録については、まず公表年度順に配列し、次に「被災校一覧」の学校順に排列した。

Ⅳ　地震・津波被災校数と教育実践記録数
岩手・宮城・福島３県における公立初等中等の地震・津波被災校は2011年３月時点で739校に及ぶ

（後掲の図表１参照）。本目録にタイトルを収録した教育実践記録76件の中には、同一の地震・津波

被災校において複数の教育実践記録が作成されたものもあり、その重なりを整理すると網羅している

地震・津波被災校は56校（岩手10、宮城46）となる（後掲の図表２参照）。
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岩手県

著者	 実践校	 タイトル� 公表年度　書籍番号　掲載頁
　野田村
外島明子	 野田中	 震災後の体育祭	 2013　5　161-169

　岩泉町
熊谷貴典	 小本中	 震災と社会の学習	 2011　5　94-97

　宮古市
細野泰久	 宮古恵風支援　美術は３・11とどのように向き合っているか	 2015　5　204-207

　山田町
甘竹浩枝	 山田中	 詩の鑑賞指導	 2011　5　77-83
浅倉修	 山田北小	 「つなぐ」「つなげる」「つながる」	 2012　5　115-121
菅野晋	 山田北小	 被災地における地域学習	 2013　5　133-141
浅倉修	 山田北小	 「つなぐ」「つなげる」「つながる」-2013	 2013　5　153-160
菅野晋	 山田北小	 耕して、種を蒔く	 2014　5　194-203
菅野晋	 山田北小	 海に学び、地域を育てる総合学習	 2017　5　208-216

　大槌町
松橋郁子	 大槌高	 大槌高復興研究会	 2017　5　217-220
鈴木紗季	 大槌高	 生徒とともに、復興・防災・減災を考える	 2019　5　221-225

　釜石市
片山直人	 小佐野小	 つなぐこと	 2011　5　235-241
片山直人	 小佐野小	 ふるさと釜石を思う	 2014　5　181-186

　大船渡市
西條剛志	 甫嶺小	 被災地の3校合同の学校づくり	 2011　5　52-59
千葉芳江	 大船渡小	 ぼくたちの町をつくろう	 2014　5　187-193

　盛岡市
渡邊大子	 厨川中	 災害を自分のこととして考えるために	 2019　5　250-258

宮城県

著者	 実践校	 タイトル� 公表年度　書籍番号　掲載頁
　気仙沼市
佐藤昭彦	 松岩小	 東日本大震災と子どもたち	 2011　1　270-280
佐藤昭彦	 松岩小	 東日本大震災と社会科教育	 2011　5　98-107

　南三陸町
三浦洋司	 志津川小	 『今』を「生かされて」いる教師として	 2011　1　184-193
菊田浩文	 戸倉中	 子どもたちの笑顔に支えられて	 2012　1　135-142
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　石巻市
須田幸子	 住吉小	 あの時私は‥‥‥そして学校では	 2011　1　203-209
渡邊晶子	 蛇田小	 今、教員であること	 2011　1　170-174
石森知子	 渡波小	 みんな必死だった	 2011　1　73-75
山口正富	 中津山第二小	 学校と地域がつながることの大切さ	 2011　1　159-161
徳水博志	 雄勝小	 地域の復興なくして学校の再生なしⅠ	 2011　1　144-158
三浦研一	 石巻小	 東日本大震災と学校事務	 2012　1　542-545
菊池修市	 住吉小	 震災に住吉小はどう対応してきたのか	 2012　1　113-123
佐々木芳美	 蛇田小	 夫の思いを胸に	 2012　1　220-233
鎌田克信	 向陽小	 教員として父として息子として、そして無力	 2012　1　495-515
	 	 だった一人として
勝然たみ子	 万石浦小	 学籍を担当して感じたこと	 2012　1　522-523
小野美樹子	 広渕小	 通常給食再開に向けて	 2012　1　538-541
徳水博志	 雄勝小	 地域の復興なくして学校の再生なしⅡ	 2012　1　355-390
瀬戸千恵子	 雄勝中	 子どもの命を守ることが地域の未来をつくる	 2012　1　532-537
徳水博志・	 雄勝小	 「震災体験の対象化」による被災児への	 2014　5　170-180
　佐藤孝幸	 	 「心のケア」の試み
徳水博志	 雄勝小	 震災と向き合う子どもたち	 2017　4　1-220

　女川町
佐藤敏郎	 女川第一中	 語りを受けて	 2015　2　188-214

　東松島市
渡辺孝之	 浜市小	 私と浜市小の21日間	 2011　1　281-322
石垣就子・	 矢本第二中	 歌を通して震災後の自分を振り返る	 2011　5　84-93
　菅野由紀
制野俊弘	 鳴瀬第二中	 狼煙とともに	 2011　5　43-51
制野俊弘	 鳴瀬第二中	 学校を地域と人間の再興の場に	 2012　1　391-417
制野俊弘	 鳴瀬第二中	 5347人の軌跡	 2012　5　122-132
制野俊弘	 鳴瀬未来中	 いつの日にかや元に戻さん	 2013　5　142-152
雁部那由多	 大曲小・矢本	〔タイトルなし〕	 2015　2　14-69
	 第二中・石巻高
津田穂乃果	 大曲小・矢本	〔タイトルなし〕	 2015　2　74-121
	 第二中・石巻高
相澤朱音	 大曲小・矢本	〔タイトルなし〕	 2015　2　122-156
	 第二中・石巻西高
佐藤敏郎	 矢本第二中	 はじめに-「3人の語り部」との出会い	 2015　2　2-7
制野俊弘	 鳴瀬第二中・	 命と向きあう教室	 2016　3　1-184
	 鳴瀬未来中

　塩竃市
清水仁	 月見ヶ丘小	 3・11を考える	 2012　1　101-109

　仙台市
千坂朋広	 西山中	 震災後の避難所運営と学校再開にむけて	 2011　1　200-202
遠藤利美	 田子中	 絆	 2011　1　162-163
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福島隆嗣	 仙台工業高	 震災後の社会科の授業を創る	 2011　5　60-69
佐藤正夫	 東六番丁小	 教員の責務を痛感	 2012　1　110-112
相澤義彦	 長町小	 辛い経験を生かすために	 2012　1　434-435
戸村隆	 西多賀小	 普通であることの幸せについて	 2012　1　331-336
菅田清	 六郷小	 原則とその場の判断	 2012　1　81-85
小原眞喜子	 岡田小	 忘れない　あの日のこと	 2012　1　479-485
五十嵐深和子	 南光台小	 被災校舎　南光台小学校の1年	 2012　1　327-330
三戸部えみ子	 南光台東小	 あの日から	 2012　1　76-80
狩野敏江	 長町南小	 震災直後の避難所の様子	 2012　1　432-433
大木一彦	 上杉山中	 仙台の街中の中学校で感じたこと、考えたこと	 2012　1　486-494
山田きえ子	 東仙台中	 養護教諭としてできること	 2012　1　516-521

　名取市
佐藤直樹	 下増田小	 3月11日　津波から避難	 2011　1　35-47
高橋俊明・	 増田西小	 それぞれの3・11	 2012　1　86-100
　南豊・本多由美子・橋本とも
佐藤直樹	 下増田小	 目指せ、日本一の避難所	 2012　1　418-431

　岩沼市
庄司順子	 玉浦小	 あの日おこったこと	 2011　1　48-53

　亘理町
中寛	 荒浜小	 東日本大震災大津波の記録	 2011　1　22-34
森達	 荒浜中	 学校再建への中学生の思い	 2011　1　236-269
小林功治	 吉田中	 事務職員から見た被災地での1年間	 2012　1　526-531

　山元町
阿部広力	 山下第一小	 津波から村を救った「稲むらの火」の劇化を	 2011　5　70-76
	 	 通して
阿部広力	 山下第一小	 防災マップ作りと「命の呼びかけ」の実践を	 2012　5　108-114
	 	 通して
阿部広力	 山下第一小	 ふるさとの復興を考える	 2012　1　337-354
宮部由美子	 中浜小	 あの日のこと　あれから1年	 2012　1　124-126
泉田真孝	 山下中	 希望の言葉	 2011　1　198-199

　大崎市
大高誠子	 田尻小	 子どもの命を守るとはどういうことか	 2011　1　166-169
菅野ふみ子	 古川第五小	 給食室から見たあの日・あの時	 2012　1　524-525

　白石市
芳賀郁雄	 福岡中	 忘れたい、でも忘れないように	 2011　1　164-165

� 以上
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図表１　地震・津波被災校数　東北３県　2011年3月

岩手県 
洋野町 2
久慈市 9
野田村 2
普代村 1
田野畑村 3
岩泉町 5
宮古市 33
山田町 11
大槌町 8
釡石市 17
大船渡市 23
陸前高田市 16
盛岡市 35
遠野市 6
住田町 3
滝沢村 2
矢巾町 1
花巻市 1 
北上市 2
奥州市 6
平泉町 2
一関市 9

 
校数 197

地震・津波被災校
がある市町村

宮城県 
気仙沼市 29
南三陸町 9
石巻市 67
女川町 6
東松島市 15
松島町 3
利府町 5
塩竈市 12
七ヶ浜町 5
多賀城市 10
仙台市 183
名取市 15
岩沼市 9
亘理町 11
山元町 7
登米市 10
涌谷町 1
美里町 4
大崎市 19
大郷町 2
富谷町 4
柴田町 1
大河原町 3
角田市 7
丸森町 3
栗原市 2
色麻町 1
大和町 2
白石市 6
七ヶ宿町 1

 
校数 452

福島県 
新地町 2
相馬市 6
南相馬市 13
浪江町 2
双葉町 1
大熊町 1
いわき市 25
伊達市 6
川俣町 3
田村市 1
小野町 3
二本松市 3
郡山市 6
須賀川市 1
石川町 1
福島市 8
矢吹町 1
西郷村 1
猪苗代町 2
会津若松市 3
会津坂下町 1

 
校数 90

図表２　自治体別地震・津波等被災校数
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作成：大森直樹・大橋保明
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図表２　自然災害と向き合った教育実践が記録された地震・津波被災校数　東北３県　2011-20年度

岩手県 
洋野町 
久慈市 
野田村 1
普代村 
田野畑村 
岩泉町 1
宮古市 1
山田町 2
大槌町 1
釡石市 1
大船渡市 2
陸前高田市 
盛岡市 1
遠野市 
住田町 
滝沢村（滝沢市） 
矢巾町 
花巻市 
北上市 
奥州市 
平泉町 
一関市 

 
校数 10

宮城県 
気仙沼市 1
南三陸町 2
石巻市 11
女川町 1
東松島市 5
松島町 
利府町 
塩竈市 1
七ヶ浜町 
多賀城市 
仙台市 13
名取市 2
岩沼市 1
亘理町 3
山元町 3
登米市 
涌谷町 
美里町 
大崎市 2
大郷町 
富谷町 
柴田町 
大河原町 
角田市 
丸森町 
栗原市 
色麻町 
大和町 
白石市 1
七ヶ宿町 

 
校数 46

福島県 
新地町 
相馬市 
南相馬市 
浪江町 
双葉町 
大熊町 
いわき市 
伊達市 
川俣町 
田村市 
小野町 
二本松市 
郡山市 
須賀川市 
石川町 
福島市 
矢吹町 
西郷村 
猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 

 
校数 0

図表３　地震・津波等被災校で被害と向き合った教育実践記録数
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総校数 56
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がある市町村
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録が認められた市
町村
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35
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作成：大森直樹・大橋保明
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研究ノート

地震・津波被災校の教育実践記録からどう教訓を引き出すか

� 大森直樹　大橋保明

自衛隊員や臨床心理士は災害から教訓を引き出してきた。子どもと教職員は2011年の東日本大震災

と原発災害からどのように教訓を引き出すべきか。その手がかりを与えてくれるのが教育実践記録で

ある。本稿では、739の地震・津波被災校のことを念頭におきながら、まず、本誌掲載の「地震・津

波被災校の教育実践記録目録　2011～20年度」にタイトルを収録した76件の教育実践記録から教訓を

引き出すために、いくつかの問題を整理してみたい。

誰が引き出すのか
子ども自身と教職員であることを再確認したい。ただし、ここ数十年の教育界では、その時代の核

心的な教育課題に迫った教育実践が重ねられても、そこから教訓を汲むためのとりくみが総じて低調

という状況が続いている。今回ばかりは、多くの子どもと教職員が教育実践記録に接して、共に教訓

を汲んでいくべきではないか。

どの局面の教訓をどこに活かすのか
災害対応では時系列のもつ意味が大きい。災害前の備え、災害時避難、災害後対応という３つの局

面がある。76件の教育実践記録のうち、2011～12年度に公表された56件には災害時避難と災害後対応

の両者を主題としたものが多く、2013～20年度に公表された20件には災害後対応を主題としたものが

多い。

教訓はどこに活かすのか。１つは、被災した子どもの心のケアが長期にわたる課題であることをふ

まえて、東日本大震災に遭った子どもの教育と学習に活かすことである。2011年に０歳で被災した子

どもが高校を卒業するのが2028～30年頃であり、４年制大学を卒業するのが2032～34年頃である。そ

の間は、被災した子どもや学生と直接に向き合うことが小中高大に求められる。２つは、その後の災

害で被災した子どもと次世代の子どもの教育と学習に活かすことである。

教訓の柱とは何か
今後の議論のための叩き台として試論を仮説的に記しておきたい。

１　人と人のつながりを見る－自然災害と向き合う教育の入口
自宅や校舎を津波で流され、震災で傷ついた人々を前にしたとき、子どもと教職員は何から手をつ

ければよいのか。教育実践記録は次のことを明らかにしている。まず、自他における被災の事実を少
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しずつ理解すること。次に、地域の人々による生活再建の動きとつながることである。壊滅的な被害

を受けた地域にあっても、人と人がつながって生きていけることを具体的に知ることで、自他を励ま

すことができる（本誌４頁における書籍３、書籍５の235頁など）。

２　教員による授業を通した心のケア－自然災害と向き合う教育の中心
被災による子どもの喪失感は大きい。兵庫の教職員は1995年の阪神・淡路大震災から「教員による

心のケア」という教訓を引き出したが、東北の教育実践記録から改めて見えてきたのが「教員による

授業を通した心のケア」という課題だ。授業を通して、子どもが少しずつ被災による喪失感と向き合

い、被災体験の整理を進めて、作品や劇をつくり表現するとりくみが重ねられてきた。徳水博志（書

籍４ほか）や菅野晋（書籍５の208頁ほか）による教育実践の成果を共有したい。

３　被災地の新たな地域学習－自然災害と向き合う教育の土台
多くのものを喪った被災地の子どもに「ふるさとには何もない」という意識を持たせるばかりでい

いのか。そうした問題意識から、地域の歴史と事実についての総合学習が始まっている。戦後日本の

教育実践は、国が定めてきた教育内容にあった不合理な部分を「科学と教育の結合」によって改めて

きた。だが、震災による人口減と学校統合の加速、住民の願いと復興政策の乖離といった東日本の現

実を前にしたとき、既存の学問の成果に頼るだけでは教育内容を改められない。このため、子どもと

教職員が直接に地域の歴史と課題をほりおこして新しい教育内容をつくってきた（書籍５の181頁ほ

か）。

４　震災をわすれない全校集会－自然災害と向き合う教育を続けるために
３月11日に震災をわすれないとりくみを学校で行うことを、岩手県立大槌高では2013年から行って

いる。教育実践記録は次のことを問いかけている。決められた教育内容をこなすだけの学校ではな

く、震災で亡くなった人々をわすれない学校と、そのことを通じて今を生きている子どもを大切にし

ている学校を、子どもは求めているのではないか。直接の被災体験をもたない子どもと教職員も、震

災をわすれないとりくみを共に準備することを通じて、被災体験をもった人々と対話ができるように

なるのではないか（書籍５の217、221頁ほか）。

５　地震・津波被災校の子どもと教職員が集まること
震災があっても上級学校に進むための勉強は無くならない。平時と同じ教育を求める学校内外の圧

力の中で、上記の「１」～「４」を行うのは簡単なことではない。阪神・淡路大震災後に兵庫の教職

員は「新たな防災教育」という言葉をつくり、県教育委員会（県教委）とも合意を重ねて、「１」

「２」「４」を進めてきたが、東日本の事情はそれより複雑だ。岩手県では、兵庫の経験をふまえた

西條剛志の「防災教育」の実践、菅野晋や片山直人による「地域学習」の実践があり、県教委による

「いわての復興教育」の方針とも重なっていることが実感されたりされなかったりしてきた。宮城県

では、徳水博志による「震災復興教育」の実践と制野俊弘による「「命とは何か」を問う授業」の実

践が行われてきた。各地の教育実践を共通の言葉で整理することが、現時点ではまだ出来ていない。
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兵庫の経験をふまえれば、まず地震・津波被災校に在籍した子どもと教職員が集まり、「山のように

ある言いたいこと」を話して、そこから共通の言葉をつくることが大切だ。

６　加配は「震災前に見込まれていた教職員数」で進めること
巨大災害に対応した教職員の加配について、阪神・淡路大震災下の初年度は１県128人、東日本大

震災・原発災害下の初年度は７県1,080人だった。教職員数は法により子どもの数に応じて算定され

るので、子どもが県外に避難すると教職員数が激減して震災対応に不備が生じる。まず加配により教

職員数の激減を防ぐことが合理的な判断となる（県内に避難を受け入れたことに対応する加配につい

てはここでは割愛する）。東日本大震災・原発災害下の初年度の加配は、①４月に文科省が方針を出

し、②県教委が申請をして、③同月と６月に文科省が加配を決める手続きで進んだ。今後の巨大災害

下の県外避難に対応した加配については、県教委の申請を省略し、（１）災害下に文科省が直ちに震

災前に見込まれていた教職員数を措置して（そのための加配をして）、（２）文科省の加配基準策定と

県教委の申請事務にかかる労力を省略し、加配基準が形式的に一人歩きして被災実態と乖離した配置

となることを防ぎ、（３）県教委が県教職員組合や市区町村教育委員会と協議して震災後の教職員配

置を進める手続きとすることを提案したい。なお、阪神・淡路大震災下の兵庫では加配の128人を

「教育復興担当教員」と位置付けて、各校における「１」「２」「４」を進めた。東日本大震災・原発

災害下の東北でも加配された教員が「１」「２」「３」を進めた教育実践記録が公表されていることを

ふまえ（書籍５の115頁ほか）、（３）の協議においては「教育復興担当教員」の位置づけを行うこと

を併せて提案したい。

本稿を閉じるに際して、まだ記録されていない無数の教育実践記録があること、まだ公表には至ら

ない幾多の教育実践記録があることを、心にとめておきたい。

自然災害による被害の大きさを前にしたとき、一篇の教育実践記録により３・11後の教育の諸課題

について語り尽くすことは出来なくても、数十の教育実践記録があれば、そこにまぎれもない子ども

と教職員によるとりくみの軌跡と今日にひきつがれる教訓が見えてくるのではないか。このように考

えて本稿を纏めた。

付記�　本稿は、大森直樹・大橋保明編著『３・11後の教育実践記録　第１巻　地震・津波被災校と３・11受
入校』（アドバンテージサーバー　2021）掲載の「おわりに　自然災害から教訓をどのように引き出す
か」に加筆修正をして作成した。
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調査記録

地震・津波被災校一覧
東北３県739校　2011年３月

大森直樹・大橋保明

この一覧では、東北地方太平洋沖地震による地震・津波被災校を「児童生徒の死亡・行方不明が

あった」「教職員の死亡・行方不明があった」「避難先等になった」「校舎損壊により他校等の間借り

をした」のいずれかに該当する学校と定義しており、岩手・宮城・福島３県の公立学校（小学校・中

学校・中等教育学校・高等学校・特別支援学校）における該当校名等をすべて収録している。それは

以下の理由による。

１つは、児童生徒の死亡・行方不明について事実を共有するためである。このことに言及すると

き、参照されることが多い公文書が文科省「東日本大震災による被害情報について」（第６～208報、

第１～５報は未公表）である。2012年９月14日の同第208報によると、国公私立学校で死亡が確認さ

れた児童生徒は479名（岩手80、宮城325、福島74、他都県０）とされている。同報には、行方不明の

児童生徒の数は記載されていない
1
。

同報には、もう１つ不足する点がある。それは、児童生徒の死亡・行方不明について学校別の数を

公表していないことだ。学校別の事実が共有されなければ、異動を重ねる教職員と、入学と卒業を重

ねる子どもが、死亡・行方不明の子どもをわすれないとりくみを進めることが難しくなる。そこでこ

の一覧では、東北３県の教職員組合による調査結果
2
ほかを参照して、児童生徒の死亡・行方不明の

数を学校別に記している。その総数は146校513名（岩手89、宮城351、福島73）に及ぶ。

２つは、教職員の死亡・行方不明についても事実を共有するためである。災害後の教育界では「教

師自身が被災者であるということは、なかなか自分たちからは言いにくい現実」
3
 があるが、教職員

の被災についてもわすれてはならない。同第208報によると、死亡が確認された国公私立学校の教職

員は38名（岩手９、宮城24、福島３、東京２、他県０）である。ただし、この数には幼稚園や大学等

の教職員も含まれている（東京の２名は私立専門学校教職員）。学校別の数もわからない。そこで本

書では、前記の調査結果ほかを参照して、教職員の死亡・行方不明の数を学校別に記している。その

総数は19校28名（岩手５、宮城21、福島２）である。

1	  園児児童生徒学生と教職員をあわせた行方不明の数については74名（岩手23、宮城41、福島10）であることが記
されている。

2	  国民教育文化総合研究所東日本大震災と学校資料収集プロジェクトチーム編『資料集　東日本大震災・原発災害
と学校－岩手・宮城・福島の教育行政と教職員組合の記録』（明石書店　2013）30～42頁所収。

3	  植松なおみ「福島からの問いかけに－1996年度日教組第46次教研にリポーターとして参加」桜井輝之・中村信
治・守本明範編『阪神・淡路大震災20年－私たちは、震災を忘れない』（兵庫県退職教職員協議会芦屋支部　
2015）15頁。
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３つは、避難先等になった学校についても事実を整理するためである。この一覧では、避難先等に

なった学校については、校舎や体育館が住民の避難場所となったことと狭く捉えるのではなく、岩手

県教育委員会による整理もふまえ
4
、①避難場所の利用、②避難場所以外での利用（支援物資保管・

自衛隊等の基地・遺体安置・遺失物保管等）、③学校の受け入れ等、④仮設住宅の設置、⑤仮設店舗

の設置のいずれかに該当する学校と押さえている
5
。

４つは、校舎損壊により他校等の間借りをした学校についても事実を整理するためである。同第

208報にはそうした学校について記載がないが、他校の間借りが子どもと教育活動に与える影響は大

きい。なお、校舎損壊は３月11日に生じたものであるが、他校等の間借りの始期は４月以降のことが

多い。この一覧では、校舎損壊の日付により「校舎損壊により他校等の間借りをした」学校を数えて

いる
6
。

以上のいずれかに合致する学校、すなわち、地震・津波被災校を東北３県公立学校について2011年

３月時点で数えると、739校となる。そこには25万6,193人の子どもが在籍していた。739という校数

は東北３県の公立学校総数2,299の32パーセントに相当し、25万6,193という人数は東北３県の公立学

校児童生徒総数61万2,028の42パーセントに相当する。

この一覧の備考欄には、「地震・津波被災校の教育実践記録目録」（本誌４～７頁）にタイトルが記

載された当該校における教育実践記録の文献番号と掲載頁の最初の頁数を記すとともに、震災後の

2011～20年度における学校統廃合の経過等を記した。また、学校名欄には、地震・津波被災校であり

原発被災校でもある207校について☆印を付した
7
。

付記�　この一覧は、大森直樹・大橋保明編著『３・11後の教育実践記録　第１巻　地震・津波被災校と３・
11受入校』（アドバンテージサーバー　2021）に掲載の同タイトルの一覧を再録したものである。再録に
際しては、備考欄に修正を行い、本誌掲載の「地震・津波被災校の教育実践記録目録」の内容との対応
関係を加筆した。

4	  岩手県教育委員会『岩手県教育委員会東日本大震災津波記録誌』（2014）。
5	  「避難先等になった学校」を特定するために参照した資料には以下がある。前掲『岩手県教育委員会東日本大震災
津波記録誌』、岩手県高等学校教職員組合『2011東日本大震災　語り継ぐ３・11』（2012）、宮城県教育委員会「東
日本大震災に伴う公立学校等の被災状況について　2014年10月31日現在」、宮城県教職員組合『子どもの「いの
ち」を守りぬくために　東日本大震災を心に刻む　第３集』（2014）、宮城県教育庁高校教育課「県立高校仮設校舎
の建設場所について」（2011）他。

6	  「校舎損壊により他校等の間借りをした学校」を特定するために参照した資料には以下がある。いずれも前掲の
『岩手県教育委員会東日本大震災津波記録誌』、『2011東日本大震災　語り継ぐ３・11』、「東日本大震災に伴う公立
学校等の被災状況について　2014年10月31日現在」、『子どもの「いのち」を守りぬくために　東日本大震災を心に
刻む　第３集』他。

7	  原発被災校については「避難区域、自主的避難等対象区域、汚染状況重点調査地域のいずれかに対応する地域の
学校」と定義している。詳しくは大森直樹・大橋保明編著『３・11後の教育実践記録　第２巻　原発被災校と３・
11受入校』（アドバンテージサーバー　2021）参照。
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岩手県

一関市

平泉町

奥州市

北上市

花巻市

矢巾町

滝沢村
※

※2014 年 1 月 1 日より滝沢市

住田町

遠野市

盛岡市

陸前高田市

大船渡市

釡石市

大槌町

山田町

宮古市

岩泉町

田野畑村

普代村
野田村

洋野町

久慈市
2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21
22

所在自治体 学校名
（☆は原発被災校）

死亡・行
方不明児
童生徒数

死亡・行
方不明教
職員数

避難や他
校再開等
の場所

校舎損壊
による他
校間借等

児童
生徒数
（2010）

教員数
（2010） 備考

1）小学校

①洋野町 種市 ● 223 17
角浜 ● 68 9

②久慈市
長内 ● 273 17
平山 ● 93 12
久喜 ● 61 8

③野田村 野田 ● 206 14
④普代村 普代 ● 141 16
⑤田野畑村 田野畑 ● 189 13

⑥岩泉町
岩泉 ● 205 19
小本 ● ● 88 10
小本小学校大牛内分校 ● 9 4 2016.03閉校

⑦宮古市

宮古 ● 248 19
鍬ケ崎 ● 241 16
愛宕 ● 45 10 2012.03閉校
藤原 ● 92 15 2020.03閉校→磯鶏
磯鶏 1 ● 306 18
山口 ● 303 20
千徳 ● 555 30
高浜 ● 87 9 　
花輪 ● 164 13
津軽石 ● 221 14
赤前 ● 48 8
重茂 ● 61 11
崎山 ● 197 11
鵜磯 ● 15 5 2014.03閉校→重茂
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⑦宮古市
千鶏 2 ● 30 8 2014.03閉校→重茂
田老第一 1 ● 218 18
田老第三 ● 9 7 2019.03閉校→田老第一

⑧山田町

豊間根 ● 134 11
大沢 ● 124 11 2020.03閉校→山田

山田北 2 ● 94 11
書籍5-115、133、153、
194、208頁
2020.03閉校→山田

山田南 1 ● 301 17 2020.03閉校→山田
織笠 ● 64 10 2020.03閉校→山田
轟木 ● 49 7 2020.03閉校→山田
大浦 ● 47 8 2020.03閉校→山田
船越 ● 176 11

⑨大槌町

大槌 3 ● ● 282 18 2016.03閉校→大槌学園
大槌北 ● ● 225 16 2013.03閉校→大槌
安渡 ● ● 72 10 2013.03閉校→大槌
赤浜 ● ● 35 10 2013.03閉校→大槌
吉里吉里 ● 154 14

⑩釜石市

釜石 ● 187 16
双葉 ● 292 21
白山 1 ● 94 12
平田 ● 214 15
唐丹 ● 75 10
小佐野 ● 345 21 書籍5-181、235頁
甲子 ● 329 19
鵜住居 2 1 ● 361 21
栗林 ● 30 8

⑪大船渡市

盛 ● 140 16
大船渡 ● 269 19 書籍5-187頁
末崎 ● 232 15
赤崎 ● 147 12
蛸ノ浦 ● 71 8 2017.03閉校→赤崎
猪川 ● 345 23
立根 ● 215 16
日頃市 ● 68 10
大船渡北 ● 230 21 　
越喜来 ● 73 11
崎浜 ● ● 30 6 2012.03閉校→越喜来

甫嶺 ● 25 7 書籍5-52頁2012.03閉校→越喜来

⑫陸前高田市

高田 7 ● 440 27 　
気仙 ● ● 94 11
長部 ● 95 13 2013.03閉校→気仙
広田 ● 141 13
小友 ● 95 12
米崎 1 ● 152 12 　
矢作 ● 22 6
竹駒 ● 54 9 　
横田 ● 54 8

⑬盛岡市

仁王 ● 426 27
城南 ● 517 30
桜城 ● 384 21
厨川 ● 425 23
杜陵 ● 295 17
山岸 ● 607 33
大慈寺 ● 174 13
米内 ● 154 13
土淵 ● 298 14
本宮 ● 1,034 45
青山 ● 648 33
北厨川 ● 458 26
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⑬盛岡市

河北 ● 168 14
上田 ● 385 20
城北 ● 756 39
大新 ● 602 28
羽場 ● 284 18
永井 ● 354 17
手代森 ● 292 21
津志田 ● 724 42
見前南 ● 332 17
北松園 ● 356 19

⑭遠野市
遠野北 ● 384 27
青笹 ● 117 11
鱒沢 1 41 7

⑮住田町 世田米 ● 154 13

⑯滝沢村 滝沢第二 ● 582 33
滝沢東 ● 313 20

⑰矢巾町 徳田 ● 269 18

⑳奥州市

水沢☆ ● 810 43
姉体☆ ● 252 16
藤里☆ ● 71 11
広瀬☆ ● 57 9

㉑平泉町 平泉☆ ● 308 20
長島☆ ● 106 11

㉒一関市
一関☆ ● 651 33
山目☆ ● 607 36
猿沢☆ ● 82 9

2）中学校

②久慈市 久慈 ● 523 35
長内 ● 288 30

③野田村 野田 ● 147 18 書籍5-161頁
⑤田野畑村 田野畑 ● 121 13

⑥岩泉町 岩泉 ● 129 15
小本 ● ● 40 9 書籍5-94頁

⑦宮古市

第二 ● 155 17
河南 ● 295 20
宮古西 ● 253 19
花輪 ● 87 16
津軽石 ● 140 15 　
重茂 ● 54 9
田老第一 ● 129 15
新里 ● 89 12

⑧山田町 豊間根 ● 89 14 2020.03閉校→山田
山田 ● 538 32 書籍5-77頁

⑨大槌町 大槌 2 ● 349 25 2016.03閉校→大槌学園
吉里吉里 ● 100 11

⑩釜石市

釜石 ● 411 28
唐丹 1 ● 62 13
甲子 ● 141 17
大平 ● 165 17
釜石東 1 217 17 　

⑪大船渡市

第一 ● 408 28
大船渡 ● 294 24
末崎 ● 152 16
赤崎 ● 123 14
日頃市 ● 53 12 2020.03閉校→第一
綾里 ● 78 12
越喜来 ● 77 13 2020.03閉校→第一
吉浜 ● 45 11 2020.03閉校→第一

⑫陸前高田市
第一 2 ● 298 30 2018.03閉校→高田第一
気仙 ● 93 13 2018.03閉校→高田第一
広田 ● ● 102 14 2013.03閉校→高田東
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⑫陸前高田市
小友 8 ● 60 13 2013.03閉校→高田東
米崎 ● ● 77 11 2013.03閉校→高田東
横田 ● 28 11 2016.03閉校→第一

⑬盛岡市

下橋 ● 245 22
下小路 ● 601 40
厨川 ● 631 39 書籍5-250頁
上田 ● 441 39
河南 ● 408 23
黒石野 ● 467 31
城西 ● 385 27
北陵 ● 725 41
松園 ● 319 23
見前 ● 509 31

⑭遠野市 青笹 ● 117 12 2013.03閉校
⑮住田町 世田米 ● 72 13
⑱花巻市 花巻北 ● 388 28

⑲北上市 上野 ● 407 31
東陵 ● 148 14

⑳奥州市 江刺第一☆ ● 600 38

㉒一関市

花泉☆ ● 372 27 　
室根☆ ● 160 14
県立一関第一高等学校
附属☆ ● 158 11

3）高等学校

②久慈市
久慈 ● 631 39
久慈工業 1 1 ● 235 37
久慈東 ● 626 70

⑤田野畑村 岩泉高等学校田野畑校 ● 16 9 2012.03閉校→岩泉

⑦宮古市

杜稜高等学校通信制宮
古分室 1 203 10

宮古 1 ● 723 53
宮古高等学校定時制 ● 54 10
宮古北 1 ● 131 25
宮古商業 1 ● 456 41 2020.03閉校→宮古商工
宮古工業 ● ● 279 43 2020.03閉校→宮古商工
宮古水産 3 ● 345 44

⑧山田町 山田 2 ● 223 24
⑨大槌町 大槌 6 ● 349 29 書籍5-217、221頁

⑩釜石市 釜石 ● 573 46
釜石商工 5 ● 533 62

⑪大船渡市 大船渡 2 ● 667 50
大船渡東 5 ● 557 65

⑫陸前高田市 高田 22 1 ● ● 543 52 　

⑬盛岡市 盛岡第三 ● 960 63
盛岡第四 ● 845 59

⑭遠野市 遠野 ● 483 38
遠野緑峰 ● 227 32

⑮住田町 住田 1 ● 184 20
⑳奥州市 前沢☆ 1 334 28

㉒一関市
一関第一☆ ● 714 53
一関第二☆ ● 711 65
千厩☆ ● 691 57

4）特別支援学校

②久慈市 久慈拓陽支援学校 1 68 66
⑦宮古市 宮古恵風支援学校 ● 82 56 書籍5-204頁
⑩釜石市 釜石祥雲支援学校 ● 74 55
⑪大船渡市 気仙光陵支援学校 2 ● 110 77
⑬盛岡市 盛岡青松支援学校 ● 106 102

岩手県　計

197校 89 5 51,845 4,413
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宮城県

七ヶ宿町 白石市

大和町

色麻町

栗原市

丸森町

角田市

大河原町

柴田町

富谷町

大郷町

大崎市

美里町

涌谷町

登米市

山元町

亘理町

岩沼市

名取市

仙台市

多賀城市
七ヶ浜町
塩竈市

利府町

松島町
東松島市

女川町

石巻市

南三陸町

気仙沼市
23

24

25

26
27

28

29

3233

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

5152

30
31

所在自治体 学校名
（☆は原発被災校）

死亡・行
方不明児
童生徒数

死亡・行
方不明教
職員数

避難や他
校再開等
の場所

校舎損壊
による他
校間借等

児童
生徒数
（2010）

教員数
（2010） 備考

1）小学校

㉓気仙沼市

気仙沼 ● 314 20
南気仙沼 1 ● 357 20 2012.03閉校→気仙沼
九条 ● 313 19
鹿折 5 356 22
浦島 ● 33 7 2013.03閉校→鹿折
大島 ● 116 11
松岩 1 ● 436 23 書籍1-270頁、書籍5-98頁
水梨 ● 39 9 2019.03閉校→松岩
唐桑 ● 155 13
中井 ● 97 11
小原木 ● 68 13 2018.03閉校→唐桑
大谷 1 ● 214 15
津谷 ● 247 20
馬籠 1 30 7 2017.03閉校→津谷
小泉 ● 100 11

㉔南三陸町

志津川 1 ● 457 26 書籍1-184頁
入谷 ● 103 15
戸倉 1 1 ● 107 13
伊里前 ● 151 13
名足 ● 105 12

㉕石巻市

石巻☆ ● 284 19 書籍1-542頁
住吉☆ ● 205 18 書籍1-113、203頁
門脇☆ 7 ● 301 20 2015.03閉校→石巻
湊☆ 1 ● 204 16
湊第二☆ 3 ● ● 236 15 2014.03閉校→湊
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㉕石巻市

釜☆ 25 ● 661 33
山下☆ ● 233 18
蛇田☆ ● 671 35 書籍1-170、220頁

荻浜☆ ● 21 6 2014.04休校、2018.03閉校→石浦
東浜☆ ● 34 9
渡波☆ 7 ● 453 24 書籍1-73頁
稲井☆ 1 ● 295 20
向陽☆ ● 461 26 書籍1-495頁
貞山☆ ● 275 18
開北☆ ● 415 22
万石浦☆ 2 1 ● 397 19 書籍1-522頁
大街道☆ 2 ● 416 21
中里☆ ● 332 19
鹿妻☆ 4 ● 433 20
飯野川第一☆ ● 152 14 2015.03閉校→飯野川
大谷地☆ ● 163 13
大川☆ 74 10 ● 110 11 2018.03閉校→二俣
中津山第一☆ ● 120 14
中津山第二☆ ● 139 12 書籍1-159頁
桃生☆ ● 143 12
相川☆ 1 ● 72 11 2013.03閉校→北上
橋浦☆ 3 ● 94 14 2013.03閉校→北上
吉浜☆ 7 1 ● 48 11 2013.03閉校→北上
広渕☆ ● 169 16 書籍1-538頁
須江☆ ● 248 17
前谷地☆ ● 103 13

雄勝☆ 1 ● 108 14 書籍1-144、355頁　書籍4　書籍5-170頁
船越☆ ● 22 6 2013.03閉校→雄勝
大須☆ ● 13 6 2017.03閉校→雄勝
鮎川☆ ● 50 12
大原☆ ● 41 9
寄磯☆ ● 19 6
谷川☆ ● 14 6 2012.03閉校→大原

㉖女川町
女川第一 2 ● 239 22 2013.03閉校→女川
女川第二 ● 217 21 2013.03閉校→女川
女川第四 ● 17 7 2013.03閉校→女川

㉗東松島市

矢本東 2 616 31
大曲 11 ● 424 21 書籍2-14、74、122頁
赤井 1 ● 166 18
大塩 ● 230 18
矢本西 ● 384 20
赤井南 1 245 17
宮戸 ● 38 7 2018.03閉校→宮野森
小野 ● 133 12 2013.03閉校→鳴瀬桜華
野蒜 9 ● ● 211 15 2018.03閉校→宮野森

浜市 ● ● 168 13 書籍1-281頁　2013.03閉校→鳴瀬桜華

㉘松島町 松島第二 ● 165 14
松島第五 ● 87 11

㉙利府町
利府第二 ● 335 20
しらかし台 ● 278 19
青山 ● 435 23

㉚塩竃市

塩竃第一 ● 302 21
塩竃第二 ● 677 37
塩竃第三 ● 538 34
月見ヶ丘 ● 481 30 書籍1-101頁
杉の入 ● 451 28
玉川 ● 359 26

㉛七ヶ浜町
松ヶ浜 ● 368 23
亦楽 ● 348 21
汐見 ● 519 33

㉜多賀城市 多賀城 ● 830 41
多賀城東 ● 501 30
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㉜多賀城市
天真 ● 430 23
山王 ● 767 37
城南 ● 870 39

㉝仙台市

東二番丁 ● 151 14
木町通 ● 472 28
立町 ● 229 18
南材木町 ● 346 21
東六番丁 ● 406 22 書籍1-110頁
荒町 ● 455 26
片平丁 ● 411 21
上杉山通 ● 934 44
通町 ● 354 22
連坊小路 ● 499 28
榴岡 ● 492 24
八幡 ● 673 33
南小泉 ● 492 25
原町 ● 603 29
長町 ● 886 39 書籍1-434頁
向山 ● 312 19
北六番丁 ● 252 18
西多賀 ● ● 586 30 書籍1-331頁
中田 ● 630 28
六郷 ● 713 34 書籍1-81頁
岩切 ● 972 43
七郷 ● 1,026 51
荒浜 1 ● ● 91 11 2016.03閉校→七郷
高砂 ● 613 32
中野 ● ● 159 12 2016.03閉校→中野栄
岡田 1 ● 245 19 書籍1-479頁
東仙台 ● 403 21
東長町 ● 633 29
小松島 ● 493 27
若林 ● 312 21
国見 ● 517 26
生出 ● 67 11
宮城野 ● 643 33
東六郷 ● ● 49 10 2017.03閉校→六郷
荒巻 ● 405 21
鹿野 ● 429 24
台原 ● 638 29
四郎丸 1 ● 392 22
新田 ● 900 43
旭丘 ● 359 20
遠見塚 ● 357 21
中山 ● 544 27
八本松 ● 275 19
上野山 ● 467 25
福室 ● 815 36
北仙台 ● 480 28
折立 ● ● 383 20
八木山 ● 483 26
鶴谷 ● 386 20
幸町 ● 323 21
大和 ● 717 39
燕沢 ● 403 20
大野田 ● 705 36
桜丘 ● 444 22
袋原 ● 858 41
中野栄 ● 557 28
沖野 ● 552 30
八木山南 ● 284 20
古城 ● 410 22
太白 ● 271 20
川平 ● 538 30
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㉝仙台市

芦口 ● 267 19
蒲町 ● ● 565 31
枡江 ● 240 17
東四郎丸 ● 405 22
人来田 ● 252 18
西中田 ● 680 31
鶴巻 ● 447 26
東宮城野 ● 200 14
沖野東 ● 354 22
郡山 ● 278 19
茂庭台 ● 360 25
田子 ● 503 29
貝森 ● 110 10 2015.03閉校→国見
幸町南 ● 386 22
広瀬 ● 648 31
作並 ● 47 8 2020.03閉校→上愛子
大沢 ● 267 19
川前 ● 484 27
吉成 ● 423 21
湯元 ● 95 13
七北田 ● 735 35
野村 ● 48 9
根白石 ● 106 13
黒松 ● 819 39
南光台 ● 755 37 書籍1-327頁
将監 ● ● 509 27
向陽台 ● 947 41
将監西 ● 303 20
南光台東 ● 445 22 書籍1-76頁
高森 ● 203 15
松森 ● 249 15
将監中央 ● 412 21
泉ヶ丘 ● 249 18
加茂 ● 503 28
長命ヶ丘 ● 344 19
八乙女 ● 633 29
鶴が丘 ● 240 16
寺岡 ● 751 34
虹の丘 ● 379 19
住吉台 ● 457 24
館 ● 600 30
松陵 ● 76 12 2013.03閉校→泉松陵
長町南 ● 765 36 書籍1-432頁
西山 ● 321 22
南吉成 ● 596 29
高森東 ● 268 18
松陵西 ● 347 21 2013.03閉校→泉松陵
栗生 ● 697 35
北中山 ● 405 21
桂 ● 466 25
柳生 ● 869 38
市名坂 ● 589 34
愛子 ● 992 46
富沢 ● 569 27

㉞名取市

愛島 ● 437 22
館腰 ● 344 19
増田 ● 767 36
不二が丘 ● 413 22
下増田 5 ● 299 17 書籍1-35、418頁
閖上 1 ● ● 293 20 2018.03閉校→閖上小中学校
高舘 ● 118 12
増田西 ● 734 38 書籍1-86頁

㉟岩沼市 岩沼 ● 723 39
玉浦 1 ● 345 20 書籍1-48頁
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㉟岩沼市 岩沼西 ● 1,037 50
岩沼南 ● 664 33

㊱亘理町

亘理☆ ● 735 38
高屋☆ 2 77 13
逢隈☆ ● 597 29
荒浜☆ ● ● 226 17 書籍1-22頁
吉田☆ ● 141 10
長瀞☆ ● ● 270 22

㊲山元町

山下☆ ● 232 18

山下第一☆ ● 113 11 書籍1-337頁　書籍5-70、108頁
山下第二☆ 1 ● 205 14
坂元☆ ● 143 14

中浜☆ ● 59 11 書籍1-124頁　2013.03閉校→坂元

㊳登米市

佐沼 ● 721 35
米谷 ● 159 15
石森 ● 164 15
柳津 ● 101 12
横山 ● 73 11

㊵美里町 北浦 ● 150 14
中埣 ● 129 12

㊶大崎市

古川第一 ● 607 32
古川第二 ● 833 40
古川第三 ● 604 30
古川第四 ● 719 35
古川第五 ● 714 34 書籍1-524頁
志田 ● 68 10
敷玉 ● 149 13
富永 ● 175 14
長岡 ● 195 13
宮沢 ● 120 12
東大崎 ● 140 13
田尻 ● 217 16 書籍1-166頁
鹿島台 ● 566 32

㊷大郷町 粕川 ● 68 13 2012.03閉校→大郷

㊸富谷町
富ヶ丘 ● 439 24
東向陽台 ● 938 47
成田東 ● 781 35

㊹柴田町 東船岡 ● 364 22
㊺大河原町 大河原南☆ ● 272 21

㊻角田市

角田☆ ● 661 35
枝野☆ ● 90 11
桜☆ ● 175 12
横倉☆ ● 202 15

㊽栗原市 志波姫☆ ● 382 24

㊿大和町 宮床 ● 55 9
小野 ● 408 23

�白石市
白石第一☆ ● 466 28
白石第二☆ ● 618 34
大平☆ ● 85 13

2）中学校

㉓気仙沼市

気仙沼 1 ● 345 26
条南 ● 277 24
鹿折 1 ● 231 19
大島 ● 88 15
松岩 ● 258 25
階上 3 ● 167 19
面瀬 ● 215 20
唐桑 ● 193 22
小原木 ● 33 15 2015.03閉校→唐桑
小泉 ● 52 12 2017.03閉校→津谷

㉔南三陸町 志津川 ● 313 28
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㉔南三陸町 戸倉 1 1 ● 74 13 書籍1-135頁　2014.03閉校→志津川
歌津 ● 178 18

㉕石巻市

石巻☆ ● 286 25
住吉☆ ● 339 23
門脇☆ 5 ● 342 23
湊☆ 3 ● ● 246 23
蛇田☆ ● 516 34
荻浜☆ 1 ● 27 14
渡波☆ 6 ● ● 505 29
稲井☆ 1 ● 178 21
山下☆ ● 321 24
青葉☆ 12 ● 331 25
万石浦☆ ● 242 19
飯野川☆ ● 136 16
大川☆ 3 ● 58 15 2013.03閉校→河北
河北☆ ● 140 17
北上☆ ● 107 15
河南東☆ ● 234 19
河南西☆ ● 215 18
雄勝☆ ● 80 14 書籍1-532頁
牡鹿☆ ● 102 14

㉖女川町 女川第一 2 ● 246 24 書籍2-188頁　2013.03閉校
女川第二 ● 11 12 2013.03閉校

㉗東松島市

矢本第一 4 ● 561 42 　

矢本第二 1 ● 425 31 書籍2-2、14、74、122頁　書籍5-84頁

鳴瀬第一 ● 155 17 2013.03閉校→鳴瀬未来（書籍3　書籍5-142頁）

鳴瀬第二 3 ● 158 21
書籍1-391頁　書籍3　
書籍5-43、122頁　
2013.03閉校→鳴瀬未来（書
籍3　書籍5-142頁）

㉙利府町 利府西 ● 382 25

㉚塩竃市

塩竃第一 ● 337 24
塩竃第二 ● 389 26
玉川 ● 463 38
浦戸 ● 21 11

㉛七ヶ浜町 七ヶ浜 1 ● ● 306 24
向洋 ● 342 30

㉜多賀城市

多賀城 ● 518 37
多賀城第二 ● 413 28
東豊 ● 292 25
高崎 ● 606 42
塩竃市立第三 1 ● 296 23

㉝仙台市

仙台第一 ● 637 36
仙台第二 ● 326 25
三条 ● 299 25
上杉山 ● 456 29 書籍1-486頁
五城 ● 297 23
宮城野 ● 672 40
東仙台 ● 469 34 書籍1-516頁
東華 ● 396 29
五橋 ● 631 37
愛宕 ● ● 181 18
八軒 ● 516 33
南小泉 ● 477 29
長町 ● 749 47
中田 ● 566 33
六郷 ● 383 26
七鄕 2 ● ● 480 29
高砂 ● 623 34
岩切 ● 394 31
西多賀 ● 340 28
郡山 ● 607 37
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㉝仙台市

台原 ● 586 35
北仙台 ● 311 25
鶴谷 ● 302 21
八木山 ● 451 30
中山 ● 434 30
山田 ● 335 26
蒲町 ● 638 40
桜丘 ● 331 24
中野 ● 699 37
袋原 ● 410 28
折立 ● 353 27
幸町 ● 497 30
沖野 ● 416 28
人来田 ● 168 19
西山 ● ● 444 32 書籍1-200頁
広瀬 ● 828 49
大沢 ● 390 26
吉成 ● 238 21
七北田 ● ● 582 34
根白石 ● 94 17
八乙女 ● 620 37
南光台 ● 350 23
向陽台 ● 465 27
加茂 ● 409 30
将監東 ● 363 25
鶴が丘 ● 223 15
寺岡 ● 337 22
南光台東 ● ● 199 18
長命ヶ丘 ● 156 19
富沢 ● 911 52
南中山 ● 461 33
茂庭台 ● 234 20
高森 ● 301 21
田子 ● 318 23 書籍1-162頁
住吉台 ● 339 29
松陵 ● 140 17
柳生 ● 780 50
館 ● 291 22
広陵 ● 85 16

㉞名取市

名取第一 1 ● 557 38
増田 3 ● 452 32
閖上 14 ● ● 154 17 2018.03閉校→閖上小中学校
名取第二 ● 499 31

㉟岩沼市

岩沼 ● 447 32
玉浦 2 ● 165 16
岩沼北 ● 264 22
岩沼西 ● 452 35

㊱亘理町

亘理☆ ● 466 30
逢隈☆ ● 303 20
荒浜☆ ● ● 145 16 書籍1-236頁
吉田☆ ● 114 14 書籍1-526頁

㊲山元町 山下☆ 4 ● 287 23 書籍1-198頁
坂元☆ 2 ● 110 15

㊳登米市 登米 ● 138 16
石越 ● 157 16

㊴涌谷町 涌谷 ● 355 25

㊵美里町 南郷 ● 169 18
不動堂 ● 219 20

㊶大崎市

古川 ● 635 40
古川西 ● 207 22
古川北 ● 244 21 　
古川東 ● 548 36
古川南 ● 396 28
田尻 ● 355 24
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㊷大郷町 大郷 ● 202 21
㊸富谷町 富谷第二 ● 291 24
㊺大河原町 大河原☆ ● 606 41

㊻角田市 角田☆ ● 424 28
金津☆ ● 113 15

㊼丸森町 丸舘☆ ● 220 21 2012.03閉校→丸森
丸森東☆ ● 50 12 2012.03閉校→丸森

㊽栗原市 志波姫☆ ● 166 20

�白石市 白石☆ ● 326 28
福岡☆ ● 169 18 書籍1-164頁

�七ヶ宿町 七ヶ宿☆ ● 40 11

3）中等教育学校

㉝仙台市 仙台青陵中等教育学
校 ● 522 45

4）高等学校

㉓気仙沼市

気仙沼 1 ● 832 57
気仙沼西 1 ● 360 32 2018.03閉校→気仙沼
気仙沼向洋 1 ● 353 48
本吉響 1 ● 340 43

㉔南三陸町 志津川 3 ● 413 43

㉕石巻市

石巻☆ 1 711 51 書籍2-14、74頁
石巻好文館☆ 2 598 49
石巻商業☆ 10 ● 594 53
石巻工業☆ 2 709 70
水産☆ 4 ● 393 58
市立女子☆ ● 581 45 2015.03閉校→市立桜坂
市立女子商業☆ 5 1 ● 354 42 2015.03閉校→市立桜坂
石巻北☆ 6 ● 641 56

㉖女川町 女川 1 166 27 2014.03閉校

㉗東松島市 東松島 3 310 51
石巻西 9 ● 591 42

㉘松島町 松島 2 584 45
㉙利府町 利府 1 831 70
㉚塩竃市 塩釜 2 1,226 86
㉜多賀城市 貞山 2 491 54

㉝仙台市

仙台第三 1 956 64
宮城第一 1 848 72
仙台三桜 2 840 58
仙台南 1 833 59
仙台東 1 833 56
工業 1 947 91
宮城野 1 833 75
市立仙台工業 1 775 113 書籍5-60頁

㉞名取市 農業 3 ● 693 80
名取北 2 827 56

㉟岩沼市 名取 1 824 56
㊱亘理町 亘理☆ 10 ● 532 51

㊳登米市
登米 ● 470 39
上沼 ● 192 34 2015.03閉校→登米総合産業
米谷工業 1 ● 355 55 2015.03閉校→登米総合産業

㊺大河原町 柴田農林☆ 1 ● 420 58
㊼丸森町 伊具☆ 1 359 51
㊾色麻町 加美農業 ● 278 53
�白石市 白石工業☆ 1 693 76

5）特別支援学校

㉕石巻市 石巻支援学校☆ 4 158 86
㉞名取市 名取支援学校 1 271 114
㊻角田市 角田支援学校☆ 1 110 67

宮城県　計

452校 351 21 171,344 12,006
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福島県

会津坂下町

会津若松市

猪苗代町

西郷村
矢吹町

福島市

石川町

須賀川市

郡山市

二本松市

小野町

田村市

川俣町

伊達市

いわき市

双葉町
浪江町

南相馬市

相馬市

新地町53

54

55

56

57

大熊町58

62

66

67

68

69

74

77

78

80

84

8794

95

96

98

福島第一原子力発電所

所在自治体 学校名
（☆は原発被災校）

死亡・行
方不明児
童生徒数

死亡・行
方不明教
職員数

避難や他
校再開等
の場所

校舎損壊
による他
校間借等

児童
生徒数
（2010）

教員数
（2010） 備考

1）小学校

�新地町 新地☆ 2 230 19
�相馬市 磯部☆ 11 117 12

�南相馬市

高平☆ 2 193 15
大甕☆ 5 204 15
鹿島☆ 2 317 20 　
真野☆ ● 75 9 2014.03閉校→鹿島
八沢☆ 1 ● 120 11
上真野☆ ● 141 13

�大熊町 熊町☆ 1 333 17

�いわき市

郷ヶ丘☆ ● 502 25
中央台北☆ ● 448 25
中央台南☆ ● 370 20
豊間☆ 2 ● 202 14
高久☆ ● 163 12
四倉☆ ● 399 20
鹿島☆ ● 322 18
江名☆ ● 170 12
永崎☆ ● 289 18

�伊達市 梁川☆ ● 520 27
保原☆ ● 768 37

�川俣町 川俣南☆ ● 188 15
�田村市 菅谷☆ ● 78 10 2016.03閉校→滝根
�小野町 浮金☆ ● 34 7 2020.03閉校→小野
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�福島市 北沢又☆ ● 626 28
下川崎☆ ● 96 11

2）中学校

�相馬市 中村第二☆ 1 246 23
磯部☆ 5 70 16

�南相馬市

原町第二☆ ● 319 24
原町第三☆ 1 163 16
鹿島☆ 3 ● 297 22
小高☆ 4 386 25

�浪江町 浪江東☆ 2 179 15 2018.04休校→なみえ創成

�いわき市

中央台北☆ ● 474 29
豊間☆ 1 ● 128 14
藤間☆ ● 170 14
四倉☆ ● 377 23
湯本第二☆ ● 90 12
田人☆ 1 33 13

�伊達市
梁川☆ ● 594 37
松陽☆ ● 238 21
桃陵☆ ● 474 31

�川俣町 川俣☆ ● 392 26
�小野町 浮金☆ ● 31 10 2014.03閉校→小野
�郡山市 逢瀬☆ ● 121 14
�須賀川市 長沼☆ 1 179 14

3）高等学校

�新地町 新地☆ 9 202 22

�相馬市 相馬☆ 2 ● 705 54
相馬東☆ 7 ● 712 64

�南相馬市
原町☆ ● 708 47
相馬農業☆ 1 332 47
小高工業☆ 6 1 588 59 2017.03閉校→小高産業技術

�浪江町 浪江☆ 1 315 33 2017.04休校
�双葉町 双葉☆ 1 469 36 2017.04休校

�いわき市

磐城☆ ● 959 69
磐城桜が丘☆ ● 954 68
平工業☆ ● 814 80
平商業☆ ● 825 64
湯本☆ ● 951 65
いわき海星☆ 1 ● 407 54
磐城農業☆ 1 ● 457 54
好間☆ ● 347 30

�伊達市 梁川☆ ● 253 30
�川俣町 川俣☆ ● 321 46
�小野町 小野☆ ● 464 51

�二本松市
安達☆ ● 712 50
二本松工業☆ ● 585 64
安達東☆ ● 267 32

�郡山市 郡山北工業☆ ● 833 80
あさか開成☆ ● 640 58

�福島市

福島商業☆ ● 715 53
福島西☆ ● 830 63
福島北☆ ● 716 64
福島南☆ ● 715 58

�矢吹町 光南☆ ● 719 77
�猪苗代町 猪苗代 ● 226 25

�会津若松市 葵 ● 836 53
会津工業 ● 713 79

�会津坂下町 坂下☆ ● 269 21

4）特別支援学校

�相馬市 相馬養護学校☆ ● 68 48 2017.04相馬支援学校
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�いわき市 平養護学校☆ ● 106 114 2017.04平支援学校
いわき養護学校☆ ● 234 142 2017.04いわき支援学校

�郡山市

郡山養護学校☆ ● 162 152 2017.04郡山支援学校
あぶくま養護学校☆ ● 350 181 2017.04あぶくま支援学校
あぶくま養護学校安
積分校☆ ● 30 24 2017.03閉校

�石川町 石川養護学校☆ ● 112 86 2017.04石川支援学校

�福島市 聾学校福島分校☆ ● 15 14 2017.04聴覚支援学校福島校
大笹生養護学校☆ ● 171 117 2017.04大笹生支援学校

�西郷村 西郷養護学校☆ ● 94 68 2017.04西郷支援学校
�猪苗代町 猪苗代養護学校 ● 35 34 2017.04猪苗代支援学校
�会津若松市 会津養護学校 ● 202 117 2017.04会津支援学校

福島県　計

90校 73 2 33,004 3,676

東北3県　計

739校 513 28 256,193 20,095
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